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編集にあたって
　本会に Info-WorkPlace委員会という委員会がで

きて，3年になります．2016年度から 2017年度ま

では女性 IT技術者を支援の対象とし，本会の立場

から「女性の活躍の場（Work Place）を支援する」

という名目でさまざまなイベントを企画・運営して

きました．しかしながら，女性 IT技術者を支援す

るだけでは不十分であることが分かりました．周

囲には育児や介護といった女性 IT技術者と同じ問

題を抱えている人が性別を問わず存在します．女

性 IT技術者にとっては，女性だけでなく，多様な

人が一緒に活躍できる場を実現することが活躍のし

やすさにつながるのではないかと考えました．多様

性を担保したコミュニティが「みんなの活躍の場

（Work Place）を支援する」ことにつながると考え，

2018年度からこの委員会は女性 IT技術者支援組織

から多様性を持った支援組織へと変わることになり

ました．

　これまで育児や介護などのライフイベントは女性

だけに関係のある問題として捉えられることが多

かったように思います．最近になってようやく育児

や介護にかかわる男性が抱える問題もクローズアッ

プされてきましたが，まだその問題解決のノウハウ

共有が不十分です．一方で，情報処理分野では自ら

の専門性を活かしてリモートワークやフレックスタ

イムを利用した新しい働き方がどんどん生まれても

います．しかし「出産や育児をどのように乗り越え

ればいいの？」，「具体的にどんなことに困っている

の？」，「介護と仕事はどうやったら両立できるの？」

といった疑問や悩みも尽きません．そこで，本会の

企画イベントを通じてさまざまなライフイベントを
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乗り越えるために必要なヒントを公開したいと考え

ました．

　本会第 81回全国大会で企画したイベント「来た

れ！ワークライフバランス伝道師」では，本会の研

究会や委員会に協力してもらい，ワークライフバラ

ンス実践報告を募集しました．集まっていただいた

9名の方々に 10分間のプレゼンテーションを行っ

てもらいました．そして優秀な報告をされたという

ことでプレゼンター全員に「ワークライフバランス

伝道師」の称号を付与しました．さらに，このワー

クライフバランス伝道師の話を広めてもらおうと思

い，イベントに来場いただいた方に「『ワークライ

フバランス伝道師』の伝道師」の称号を付与させて

いただきました．

　この企画「来たれ！ワークライフバランス伝道師」

では，有意義なワークライフバランス実践例を聞く

ことができました．この実践例を多くの人に広めた

いと考え，イベントに登壇いただいた方に執筆いた

だき小特集としました．執筆者は情報処理分野に携

わる研究者やエンジニアの方々です．それぞれに違

う家族構成で，違う暮らしをし，それぞれに違う価

値観があります．悩みや楽しみもそれぞれ違うで

しょう．どの事例もその方々の試行錯誤の結果です．

正しいやり方はありません．今回読んでくださる方

に直接参考になることは稀かもしれませんが，自分

の生き方や周囲の人々とのかかわり方を考えるきっ

かけとなれば幸いです．
（2019年 6月 5日）


